青明舎　　フェイスシート

平成18年7月3日（月）
	入　所　者
	氏　名　　　中居　美津子　　　様　　　　　　　男・女　　昭和23年10月18日生   （47歳）

	
	　住　所　八戸市柏崎4丁目1-16　田名部アパート　電話　45-7528

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	肝機能障害

	
	発症時期
	S49年(26歳時)
	罹 患 期 間
	　21年

	
	入院回数
	　3回
	延べ入院年数
	　約14年　　　　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	年　　金
	有・無　（障害厚生年金３級）

	 登録年月日
	H15年10月28日
	身長
	150ｃｍ
	体重
	49kg

	最終学歴
	八戸北高校卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	芝浦電気、三春屋

	保　護　者
	氏　　名　　水木　房子　様　　　　　　　　　続柄　　次姉　（同居　・否）

	長期目標        健康を維持しながら、アパート生活を送っていく。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　Ｓ49年3月～Ｓ49年4月　　　松沢病院　入院　　　　④Ｈ1年11月～Ｈ9年11月　　　青年病院　外来

②　Ｓ49年4月～Ｓ52年9月　　　松沢病院　外来　　　　⑤Ｈ9年11月～Ｈ12年10月　　青南病院　入院

③　Ｓ53年8月～Ｈ1年11月　　　青南病院　入院　　　　⑥Ｈ12年10月～　　　　　　　青南病院　外来

	生活歴：三戸町にて同胞５名の第４子として出生。南部町の向小学校、向中学校、八戸北高校を卒業。性格は内向的で限られた友人のみとの付き合いであった。高校卒業後は上京し、Ｓ４１年４月芝浦電気に入社。その後、府中工場に移転となり、その頃から幻聴が聞こえるようになり、姉と共に病院を受診し、Ｓ49年3月都立松沢病院入院となる。Ｓ49年4月退院し、松沢病院で外来受診を続けるが、Ｓ53年南部町に帰郷。同年服薬中断により、Ｓ53年8月青南病院入院。Ｈ1年11月退院後は単身生活を送り、2，3のアルバイトを行っていた。Ｈ8年の暮れ頃より夜中でも構わず兄弟に電話する事が多くなったり、Ｈ9年1月に母親が入院した時には必要ないのに付き添い一晩中話し掛けたり、医師の診断に文句を言ったりとの行動が見られた。Ｈ9年に入ってからはゴミを溜めるようになっていたり、足の踏み場もないほど散らかすようになっていた。Ｈ9年10月には、職場内の人間関係のトラブルが続き退職勧告を受けている。すでに亡くなっている人を「見かけた」、知人の顔が「入れ替わった」等話がかみ合わなくなるようになり、薬の怠薬もあり、Ｈ9年11月青南病院に2回目の入院となる。Ｈ12年10月退院後は青山荘入所し、Ｈ13年2月からうみねこ幸房に通所。青山荘退所後はアパートで単身生活をし、Ｈ15年1月からナイトケアに通所している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

年金の管理は次姉が行っており、毎月1ヶ月の生活費を本人に渡している。アパートへ来たり、一緒に旅行や買い物に出かけたりと交流がみられる。その他兄弟とは定期的に連絡を取り合っている。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年7月3日（月）

	氏　名
	中居　美津子　　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和23年10月18日（47歳）


	問題点
	介入方法

	①男性メンバーに対して被害的な発言をすることや特定の男性メンバーに頻回な電話や訪問がみられる。
	・定期的に幸房・ナイトケアの様子について話を聞く。

・ナイトケアと情報を共有する



	②仕事に関して相談することなく進めている。
	・訪問時には仕事の話題をだして最近の動きについて把握する。

・仕事内容について確認し、アドバイスを行う。



	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	現在、月～金うみねこ幸房利用、月～金ナイトケア利用、木曜日外来日・アパート訪問（１／4Ｗ）

・うみねこ幸房
　毎週月・水曜日は午前中喫茶店業務についている。午後はポーチ作り等の作業を行っている。欠席する事はほとんどなく喫茶店業務は仕事の流れがスムーズで落ち着いて行えている。対人関係では仲の良い女性通所者との交流が多くみられ、男性通所者に対しては不満を話すことがある。

・ナイトケア

　欠席はほとんどなく通所できている。ナイトケアメンバーに対して不満を話すことがある。（自分の後をついてくる。わざとぶつかってくる。）特定の男性メンバーに対して、頻回な電話やアパートの訪問を行っていた。最近は適度な交流を持つことできている。

・青明舎

　月1回訪問を行っている。部屋は荷物が多く、使用できない物も捨てられずにいる。

食事については昼食は青山荘で食事サービスを利用しているが週2回程度は弁当を作ってきている。

以前からの腰痛がまた痛みだしたとの事だが日常生活はさほど支障なく行えているという。兄弟との関係についても定期的に連絡を取り合い、次姉とは旅行や買い物に出掛けたりしており、今後も旅行に行く計画を立てているとのことで少しずつ貯金をしていると話している。

　仕事についてはチラシで見つけた内職業に興味を示しており、連絡し話しを聞いているとのこと。まだ、契約はしていないが本人はやる気のようである。


プラン計画者　氏名：　金澤　愛　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室
八戸在住

















東京在住





八戸在住





十和田在住








